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材
料
と
し
て
加
工
し
容
器
を
作
る
会

社
で
し
た
が
、
昭
和
三
十
年
代
、
今

か
ら
約
五
十
年
前
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

事
業
に
乗
り
出
す
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

当
時
の
主
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料

は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
（
Ｐ
Ｅ
）・
ポ
リ

プ
ロ
ピ
レ
ン
（
Ｐ
Ｐ
）・
塩
ビ
（
Ｐ

Ｖ
Ｃ
）
を
使
っ
た
容
器
で
、
用
途
は

洗
剤
、
化
粧
品
、
食
品
（
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
、
醤
油
、
油
）
等
々
で
し
た
。
こ

の
事
業
計
画
を
始
め
る
と
き
会
社
の

役
員
の
大
多
数
が
反
対
だ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
新
製
品
を
作
る
莫
大

な
製
造
の
技
術
開
発
・
営
業
開
発
に

掛
か
る
費
用
、
年
月
等
々
考
え
れ
ば
、

反
対
す
る
の
も
無
理
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
将
来
を
予
想
し
多
く
の
反

対
を
押
し
切
り
、
こ
の
事
業
の
推
進

を
決
定
し
た
社
長
の
決
断
力
に
尊
敬

の
念
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

　

当
時
の
社
長
の
権
限
が
今
と
異

な
っ
て
い
た
か
定
か
で
は
な
い
で
す

が
、
現
在
の
会
社
の
意
思
決
定
の
通

常
の
有
り
方
か
ら
言
え
ば
ま
ず
間
違

い
な
く
問
題
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
反
対
し
た
重
役
も
今
、

殆
ど
の
人
は
墓
の
下
で
眠
っ
て
い
ま

す
が
、
現
在
の
ポ
リ
レ
ン
テ
レ
フ
ァ

タ
レ
イ
ト
（
Ｐ
Ｅ
Ｔ)

を
使
用
し
た

飲
料
ボ
ト
ル
の
繁
栄
を
見
る
に
つ
け
、

容
器
を
作
る
こ
と
に
携
わ
っ
て
き
た

人
で
さ
え
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
が

こ
ん
な
に
伸
び
る
と
は
想
像
出
来
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、
将
来
を
見
る
事
の
難
し
さ

を
つ
く
づ
く
感
じ
て
い
ま
す
。

私
と
相
撲高

校
八
回
生　

笠
井
源
吾

　

高
校
時
代
運
動
部
活
動
を
し
た
事

の
な
い
私
が
入
学
し
た
日
本
医
科
大

学
に
は
、
色
々
な
運
動
部
が
あ
り
、

医
学
部
・
医
科
大
学
の
対
抗
戦
も
盛

ん
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
背
が

高
か
っ
た
私
（
１
８
４
ｃ
ｍ
）
は
、

早
速
相
撲
部
の
勧
誘
を
受
け
、
相
撲

は
子
供
の
頃
か
ら
好
き
で
し
た
の
で
、

入
部
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
の
稽
古
で
筋
肉
も
つ
き
、
70
ｋ

ｇ
だ
っ
た
体
重
も
85
ｋ
ｇ
ま
で
増
や

す
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

初
め
て
団
体
戦
メ
ン
バ
ー
に
加

わ
っ
た
二
年
生
の
時
に
、
両
国
国
技

館
で
行
わ
れ
た
関
東
学
生
相
撲
大
会

で
、
日
大
の
元
高
校
横
綱
だ
っ
た
人

を
上
手
投
げ
で
投
げ
、
初
戦
を
金

星
？
で
飾
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
弱

小
大
学
の
自
分
で
も
エ
リ
ー
ト
に
勝

こ
と
が
出
来
て
大
変
な
自
信
を
得
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
学
生
横
綱
に

な
っ
た
内
田
（
初
代
豊
山
）、
新
保
、

平
野
の
三
選
手
に
は
勝
て
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
学
生
相
撲
の
エ
リ
ー
ト
大

学
で
あ
る
日
大
、
明
治
、
中
央
、
法

政
、
日
体
大
な
ど
の
大
将
を
投
げ
飛

ば
し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
学
生
相
撲
選
手
権
大
会
で
個

人
優
秀
32
選
手
二
回
・
関
東
学
生
相

撲
大
会
優
秀
16
選
手
一
回
、
全
国
医

歯
薬
獣
学
生
相
撲
大
会
で
個
人
優
勝

二
回
な
ど
が
主
だ
っ
た
戦
績
で
し
た
。

出
羽
の
海
部
屋
の
稽
古
を
見
さ
せ
て

も
ら
い
に
行
っ
た
時
、
元
横
綱
千
代

の
山
関
か
ら
入
門
を
勧
め
ら
れ
た
事

も
あ
り
ま
し
た
。

　

相
撲
の
本
義
は
「
心
気
体
」
で
、

こ
れ
は
「
修
心
養
気
整
体
」、
す
な

わ
ち
精
神
修
養
と
体
の
鍛
錬
を
意
味

し
ま
す
。「
医
者
の
力
持
ち
様
に
な

ら
ず
」
と
言
い
ま
す
が
、
医
学
生
時

代
に
相
撲
を
通
し
て
培
っ
た
体
力
・

忍
耐
力
・
胆
力
・
勝
負
勘
や
勝
っ
た

時
の
感
動
・
負
け
た
時
の
悔
し
さ
の

経
験
が
、
そ
の
後
の
研
究
・
医
業
・

病
院
経
営
（
恩
賜
財
団
済
生
会
波
崎

済
生
病
院
の
再
建
と
移
転
新
築
し
た

神
栖
済
生
会
病
院
経
営
）
に
大
い
に

役
立
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

屋
代
高
校
卒
業
生
の
中
に
大
学
で

相
撲
を
さ
れ
た
方
は
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
、
私
の
体
験
を
書

い
て
み
ま
し
た
。

「
十
鳩
会
」

高
校
十
回
生　

松
澤
修
二

　

地
元
で
同
級
会
を
毎
年
開
催
し
て

お
り
ま
す
が
、
関
東
よ
り
の
参
加
者

が
毎
回
三
〜
四
人
と
さ
び
し
い
現
状

で
す
。
出
来
る
だ
け
参
加
す
る
よ
う

皆
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
元

気
で
、
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
趣

味
・
ス
ポ
ー
ツ
等
で
皆
が
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。
で
も
そ
ろ
そ
ろ
七
十
才

半
ば
に
な
り
ボ
ケ
が
始
ま
る
の
で
は

と
思
い
左
記
に
資
料
を
記
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
の
で
参
考
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

ボ
ケ
な
い
人

一
、
常
に
感
謝
し
ゆ
と
り
の
あ
る
人

一
、
本
や
新
聞
を
読
み
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
人

一
、
手
足
を
よ
く
使
う
人

一
、
人
の
世
話
を
す
る
人（
町
内
会
・

ク
ラ
ス
会
・
仲
人
な
ど
）

一
、
友
人
が
多
く
つ
き
あ
い
の
良
い
人

一
、
趣
味
が
多
く
ゴ
ル
フ
や
そ
ば
の

好
き
な
人

早
く
ボ
ケ
る
人

一
、
オ
ー
イ
、
オ
ー
イ
と
何
で
も
奥

さ
ん
に
頼
る
人

一
、
が
ん
こ
一
徹
、
融
通
の
き
か
な

い
人

一
、
無
口
、
無
表
情
、
ム
ッ
ツ
リ
ヤ

の
人

一
、
真
っ
正
直
す
ぎ
る
人

一
、
な
ま
け
者
、
も
の
ぐ
さ
の
人
、

友
人
な
ど
な
く
交
際
し
な
い
人

一
、
無
神
経
・
わ
が
ま
ま
な
人

消
え
去
り
し
物
と
望
郷
の
念

高
校
十
二
回
生　

親
松
逸
雄

　

帰
省
の
度
に
車
の
カ
ー
ナ
ビ
が

｢

踏
切
で
す｣

と
伝
え
て
く
れ
る
が

レ
ー
ル
の
取
り
払
わ
れ
た
線
路
跡
で

は
音
声
が
空
し
い
。
３
年
間
電
車
通

学
（
象
山
口
―
東
屋
代
）
し
た
長
野

電
鉄
屋
代
線
が
昨
年
３
月
廃
止
と

な
っ
た
。｢

屋
代
東
高｣

も
変
わ
り
、

進
学
し
た｢

東
京
商
船
大
学｣

は
残

念
な
が
ら
時
代
の
変
化
に
流
さ
れ
大

学
名
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
（
東
京

水
産
大
と
併
合
、
現
東
京
海
洋
大
）

４
年
半　

独
特
の
全
寮
制
度
と
乗
船

実
習
で
同
じ
釜
の
飯
を
食
い
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
な
ど
全
く
無
い
中
で
仲
間
意

識
を
強
め
た
こ
の
全
寮
制
度
も
今
は

な
い
。

　

私
は
船
に
乗
る
こ
と
な
く
総
合
商

社
に
勤
め
ソ
ウ
ル
、
ジ
ェ
ッ
ダ
、
ア

ン
カ
ラ
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
、
コ
ロ
ン
バ
ス
（
米

国
）
に
駐
在
、
出
張
と
20
年
程
海
外

で
過
ご
し
た
が
中
東
、
ア
ジ
ア
の
発

展
変
化
は
目
を
見
張
る
も
の
が
多
い
。

わ
が
日
本
は
発
展
は
し
た
が
現
在
は

２
極
化
が
進
み
、
地
方
経
済
は
ガ
タ

ガ
タ
、
農
林
業
の
衰
退
、
高
齢
化
社

会
、
限
界
集
落
の
増
加
と
元
気
が
な

い
。
日
本
か
ら
距
離
が
遠
の
く
程
故

郷
や
母
校
が
気
懸
り
で
望
郷
の
念
が

強
ま
る
の
も
自
然
の
理
と
思
う
年
に

至
っ
た
。
日
本
か
ら
の
海
外
勤
務
者

は
年
々
増
加
す
る
も
学
生
は
内
向
き

で
海
外
留
学
生
は
減
り
続
け
て
い
る

が
屋
高
生
に
は
是
非
狭
い
日
本
よ
り

飛
び
出
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
止
ま

な
い
。

　

年
は
取
っ
た
が
元
応
援
団
長
と
し

て
は
屋
代
高
生
頑
張
れ
！　

と
こ
れ

か
ら
も
声
援
を
送
り
続
け
た
い
。

（
株
）
一
宇
Ｉ
Ｔ
Ｓ
、
顧
問

Ｔ
Ｄ
Ｌ
パ
レ
ー
ド
に
思
う

高
校
十
五
回
生　

名
取
玲
子

　

三
十
年
前
に
初
め
て
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
の
パ
レ
ー
ド
を
見
た
時

か
ら
「
一
度
、
両
親
に
も
ぜ
ひ
見
せ

た
い
」
思
い
続
け
て
い
ま
し
た
。
八

年
前
、
母
に
の
み
そ
の
機
会
が
作
れ
、

癌
を
患
っ
て
い
た
母
を
故
郷
か
ら
連

れ
出
し
て
、
母
娘
四
代
で
行
き
ま
し

た
。
思
っ
て
い
た
以
上
に
母
は
喜
び
、

ミ
ッ
キ
ー
や
白
雪
姫
に
無
邪
気
に
手

を
振
り
続
け
ま
し
た
。
そ
の
時
の
満

面
の
笑
み
は
、
ず
っ
と
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。

　

演
ず
る
人
も
見
て
い
る
人
も
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
パ
レ
ー
ド
。

　

孫
に
誘
わ
れ
て
行
っ
た
今
回
は
、

ま
す
ま
す
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
且
つ
華

や
か
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
殊
に
、

エ
レ
ク
ト
リ
カ
ル
パ
レ
ー
ド
は
、
そ

の
光
が
色
取
り
取
り
に
な
っ
て
鮮
や

か
で
、
フ
ロ
ー
ト
が
行
進
し
な
が
ら

青
・
ピ
ン
ク
・
緑
…
と
色
を
変
え
る

様
に
は
感
嘆
し
ま
し
た
。

　
「
ハ
ピ
ネ
ス
」
を
謳
う
パ
レ
ー
ド
。

十
数
年
後
、
更
に
更
に
進
化
し
た
様

子
を
母
娘
四
代
、
曾
孫
と
共
に
見
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
楽
し
み
に
心

身
を
鍛
え
て
過
ご
し
て
行
こ
う
と
思

い
ま
す
。

45
年
ぶ
り
の
屋
代
高
校
の
縁

高
校
十
七
回
生　

匿
名
希
望

　
　

私
は
製
造
業
を
営
む
世
間
で
言

わ
れ
る
零
細
企
業
の
オ
ー
ナ
ー
社
長

で
、
物
作
り
に
専
念
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
８
０
年
当
初
は
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
と
言
う
よ
う
な
英
語
は
出

回
っ
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
常
に

納
期
厳
守
で
し
た
。

　

社
員
の
努
力
の
結
果
、
本
質
直
視

し
信
頼
性
も
高
ま
り
、
順
調
に
業
績

も
伸
び
そ
し
て
右
肩
上
が
り
に
バ
ブ

ル
を
迎
え
、
飲
む
や
歌
え
や
で
毎
夜

ネ
オ
ン
の
町
に
繰
り
出
し
、
千
円
札

か
一
万
円
札
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
札

束
の
プ
ー
ル
で
も
が
い
て
い
る
夢
を

見
ま
し
た
。

　

体
育
会
系
で
バ
カ
な
私
で
も
必
ず

後
で
ハ
イ
リ
ス
ク
が
来
る
と
頭
の
片

隅
に
あ
り
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
が
は
じ

け
30
倍
返
し
の
不
況
が
来
ま
し
た
。

　

銀
行
は
踵
を
返
し
た
よ
う
に
融
資

審
査
が
厳
し
く
な
り
、
女
房
に
も
ず

い
ぶ
ん
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
、
そ
ん

な
折
3
年
程
前
に
我
が
家
に
嬉
し
い

事
が
あ
り
ま
し
た
。
息
子
の
婚
約
が

決
ま
り
な
ん
と
相
手
が
屋
代
高
校
出

身
と
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
、
そ
し
て

さ
ら
に
嫁
の
お
父
さ
ん
も
屋
代
高
校

出
身
と
言
わ
れ
て
又
ま
た
驚
き
ま
し

た
、
ま
さ
に
縁
を
感
じ
ま
し
た
。
嫁

の
御
両
親
が
初
め
て
我
が
家
に
見
え

て
伺
っ
た
と
こ
ろ
お
父
さ
ん
は
私
が

卒
業
し
て
か
ら
入
学
さ
れ
た
そ
う
で

す
、
そ
の
夜
は
お
父
さ
ん
と
意
気
投

合
し
て
、
酒
を
飲
み
交
わ
し
な
が
ら

当
時
の
鳩
高
の
思
い
出
話
を
つ
ま
み

に
し
て
楽
し
い
一
夜
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

素
晴
ら
し
御
縁
に
恵
ま
れ
、
今
は

家
族
み
ん
な
で
楽
し
い
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

　

会
報
等
で
同
期
の
訃
報
聞
く
と
残

念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
、
同
期
の
皆
様

健
康
に
気
を
つ
け
て
元
気
で
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
。

老
い
て
い
く
と
い
う
こ
と

高
校
十
八
回
生　

倉
科
悦
子

　

10
月
30
日
、
私
は
今
、
高
齢
化
社

会
の
代
償
と
も
言
え
る
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
の
義
母
（
78
歳
）
の

白
内
障
（
両
眼
）
手
術
の
た
め
、
北

安
曇
郡
池
田
町
の
安
曇
総
合
病
院
の

ベ
ッ
ド
の
側
ら
で
、
我
が
人
生
を
振

り
返
り
つ
つ
こ
の
文
章
を
書
い
て
い

ま
す
。

　

会
報
へ
文
章
を
寄
せ
る
に
当
た

り
、
高
校
時
代
に
思
い
を
馳
せ
た
の

で
す
が
、
校
歌
に
あ
る
「
魂
の
故
郷 

や
し
ろ
」
は
ま
さ
に
私
の
心
の
故
郷

で
も
あ
り
ま
す
。
自
転
車
通
学
で
感

じ
た
「
千
曲
川
の
流
れ
、
風
、
飯
綱

山
、
一
重
山
、
森
の
杏
の
里
、
河
東

線
、
校
庭
の
桜
、、、」
思
い
出
の
風

景
に
浸
り
つ
つ
「
手
術
が
終
わ
り
ま

し
た
」
と
の
声
に
現
実
に
戻
さ
れ
ま

し
た
。

　

高
瀬
川
の
流
れ
・
美
し
い
北
ア
ル

プ
ス
の
山
々
を
望
み
、
ゆ
っ
く
り
と

温
泉
に
つ
か
り
、美
味
し
い
山
の
幸
・

川
の
幸
を
食
べ
る
老
後
を
、
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
思
い
通
り
に
は
い

か
ず
、
現
実
は
老
老
介
護
そ
の
も
の

で
、
自
身
の
老
い
を
感
じ
つ
つ
も
必

死
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
ふ
と
、
知
人
か
ら
聞

東
京
鳩
会
　
相
談
役

上
尾
市
上
一
一
七
四―

一

☎
〇
四
八―

七
七
一―

三
四
〇
七

日
本
大
学新

宿
区
市
ヶ
谷
左
内
町
三
十
二

市
ヶ
谷
グ
ラ
ン
ド
マ
ン
シ
ョ
ン
六
階

☎
〇
三―

三
二
六
九―

五
八
〇
五

元
総
長

中
野
工
業
産
業
協
会
　
会
長

国
際
電
子
工
業
株
式
会
社

戸
矢
崎
　
哲

中
野
区
南
台
五―

三
十
四―

十

☎
〇
三―

三
三
八
四―

四
四
一
一

取
締
役
社
長

東
京
鳩
会
　
顧
問

台
東
区
寿
四―

八―

四

☎
〇
三―

三
八
四
二―

三
九
九
五

中
華
酒
膳
　
幸
龍

新
座
市
野
火
止
七―

二
〇―

三

☎
〇
四
八―

四
七
八―

八
六
四
二

株
式
会
社
三
興
設
計
事
務
所

（
一
級
建
築
士
事
務
所
）

中
央
区
日
本
橋
小
舟
町
六―

一

早
川
ビ
ル
６
階

☎
〇
三―

五
八
四
七―

五
五
〇
〇

取
締
役
会
長

健
康
と
明
る
い
未
来

株
式
会
社
ウ
イ
ン
グ
メ
デ
ィ
カ
ル

株
式
会
社
ウ
ィ
ン
グ
ツ
ー
リ
ズ
ム

渋
谷
区
渋
谷
二―

二
二―

三

☎
〇
三―

五
四
八
五―

七
五
二
五

代
表
取
締
役

電
気
設
備
の
総
合
管
理

タ
ナ
カ
電
気
管
理
事
務
所

社
団
法
人
東
京
電
気
管
理
技
術
者
協
会
会
員

横
浜
市
緑
区
竹
山
四―

一―

三
　
五
ー
五
〇
九

☎
〇
四
五―

九
三
二―

八
五
四
三

株
式
会
社
ハ
ー
モ
テ
ッ
ク

超
精
度
真
空
熱
処
理
加
工

上
尾
市
平
方
五
二
五―

二
〇

☎
〇
四
八―

七
八
一―

七
七
四
一

取
締
役
会
長

み
つ
わ
印
刷
株
式
会
社

江
東
区
深
川
二―

一
三―

九

☎
〇
三―

三
六
三
〇―

九
二
一
一

代
表
取
締
役

会

長

中
央
大
学
　
白
門
三
六
會

中
央
区
日
本
橋
小
舟
町
九―

一
〇

ス
テ
ュ
デ
ィ
オ
日
本
橋
七
〇
四

☎
〇
三―

三
六
六
二―

四
三
三
一

副
会
長

目
黒
区
駒
場
一―

四
四―

一
四―

四
一
七

☎
〇
三―

三
四
八
五―

五
〇
二
六

医
師

参
議
院
議
員

民
主
党
副
代
表

紀
州
食
品
株
式
会
社

本
社
　
和
歌
山
県
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
東
渋
田
五
八
五

☎
〇
七
三
六

―

二
二

―

一
〇
四
一

東
部
連
絡
所
　
鴻
巣
市
忍
三
二
九
六―

三

☎
〇
四
八―

五
四
八―

七
六
六
八

代
表
取
締
役

社

長

有
限
会
社
幸
龍

取

締

役

代
表
取
締
役

社

長

東
京
鳩
会
　
会
長

足
立
区
西
竹
の
塚
二―

六―

十
六

☎
〇
三―

三
八
九
九―

四
二
一
五

株
式
会
社
エ
ム
・
テ
ィ―

・
エ
ム

千
代
田
区
飯
田
橋
一―

十
二―

十
四

宮
島
ビ
ル
一
〇
二

☎
〇
三―

三
二
六
二―

五
二
六
九

代
表
取
締
役

株
式
会
社
テ
ク
ノ
サ
ー
チ

新
素
材
開
発
装
置
の
製
造
販
売

多
摩
市
貝
取
一―

六
〇―

五

☎
〇
四
二―

三
三
九―

一
一
七
二

代
表
取
締
役

関
東
物
流
事
業
協
同
組
合

関
東
運
輸
局
認
可

中
央
区
日
本
橋
二―

十
六―

七

☎
〇
三―

三
二
七
二―

〇
四
八
一

（
高
１
）

（
高
７
）

（
高
１
）

（
高
８
）

（
高
１
）

（
高
８
）

（
中
17
）

（
高
８
）

（
高
８
）

（
高
４
）

（
高
９
）

（
高
４
）

（
高
９
）

（
高
７
）

（
高
９
）

（
高
７
）

（
高
10
）

（
高
７
）

片
山 

　
久

渡
利
敏
弘

新
井
繁
己

笠
井
源
吾

平
林 

　
林

東
京
鳩
会
　
顧
問

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社

千
代
田
区
九
段
北
一―

九―

五―

五
二

☎
〇
三―

三
二
六
四―

六
六
四
六

名
誉
顧
問

（
中
18
）

中
條
高
徳

北
沢
俊
美

武
井 

　
武

堀
内
良
一

柿
﨑
正
義

柳
澤
朋
夫

宮
城
宏
成

恩
田
乾
次
郎

山
崎
裕
一

田
中 

　
茂

松
澤
修
二

株
式
会
社
　
エ
ム
ア
ー
ル
ピ
ー

神
奈
川
県
秦
野
市
三
屋
一
二
一―

一

☎
〇
四
六
三―

七
四―

二
四
一
一

（
高
11
）

田
中
功
臣

吉
村 

　
弘

瀬
在
幸
安

五
〇
名
様
ま
で
の

大
小
宴
会
承
り
ま
す
。

日本体育大学の大将を「突き倒し」で破る
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い
た
曽
野
綾
子
さ
ん
の
著
書
に
あ

る
「
人
は
年
相
応
に
変
化
す
る
方
が

美
し
い
」。「
正
し
い
こ
と
だ
け
を
し

て
生
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
を
噛

み
し
め
つ
つ
数
日
後
の
退
院
を
願
い
、

息
子
と
川
崎
の
自
宅
に
帰
り
ま
す
。

　

人
生
の
終
わ
り
を
自
分
で
決
め
る

こ
と
が
で
き
た
ら
、
と
神
に
祈
り
つ

つ
、
こ
の
文
章
を
書
く
こ
と
で
44
年

前
の
高
校
時
代
を
懐
か
し
く
思
い
出

す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
、

母
校　

東
京
鳩
会
の
皆
様
の
ご
健
勝

を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

ボ
ケ
な
い
小
唄

高
校
十
八
回
生　

山
内
豊
司

（「
富
士
の
高
嶺
に
降
る
雪
も
」
の
替

え
歌
）

風
邪
を
ひ
か
ず
に
転
ば
ず
に

笑
い
忘
れ
ず
良
く
し
ゃ
べ
り

頭
と
足
腰　

使
う
人

元
気
あ
る
人
ボ
ケ
ま
せ
ん

囲
碁
に
将
棋
に
カ
ラ
オ
ケ
と

趣
味
の
あ
る
人
味
も
あ
る

異
性
に
関
心
も
ち
な
が
ら

色
気
あ
る
人
ボ
ケ
ま
せ
ん

年
を
と
っ
て
も
白
髪
で
も

頭
は
げ
て
も
ま
だ
若
い

演
歌
う
た
え
ば
ア
ン
コ
ー
ル

生
き
が
い
あ
る
人
ボ
ケ
ま
せ
ん

本
作
り
を
し
た

　

42
年
間
の
思
い
出

高
校
二
十
回
生　

峯
村
英
治

　

私
は
、
屋
代
高
校
を
昭
和
43
年
に

卒
業
後
、
日
本
大
学
経
済
学
部
で
4

年
間
学
び
、（
株
）
税
務
経
理
協
会

と
い
う
会
計
、
経
営
、
経
済
等
の
専

門
分
野
や
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
等
の
本
を

発
行
す
る
出
版
社
に
入
り
ま
し
た
。

大
学
の
ゼ
ミ
で
会
計
学
を
学
び
、
以

前
、
屋
代
高
校
1
回
生
卒
の
瀬
在
幸

安
先
生
が
日
大
総
長
の
時
に
、
日
大

理
事
長
を
さ
れ
て
い
た
公
認
会
計
士

の
森
田
賢
治
先
生
の
ゼ
ミ
を
と
り
学

び
ま
し
た
。

　

出
版
社
に
入
り
、
42
年
間
い
ろ
い

ろ
の
人
に
会
い
、
い
ろ
い
ろ
の
本
を

執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
社

が
要
求
す
る
売
れ
る
本
を
探
し
、
執

筆
者
が
い
る
経
済
学
部
や
経
営
学
部

等
の
大
学
を
回
っ
て
き
ま
し
た
。
大

学
の
先
生
は
、
気
難
し
い
先
生
が
多

く
、
話
を
聞
い
て
い
た
だ
け
る
先
生

に
会
う
と
ホ
ッ
ト
し
た
も
の
で
し
た
。

　

会
社
を
退
社
す
る
8
か
月
前
に
今

ま
で
こ
の
会
社
で
は
、
出
版
し
て
な

い
分
野
の
本
で
、 

屋
代
高
校
同
期
で

大
阪
の
摂
南
大
学
教
授
、
村
田
俊
明

先
生
に
『
教
育
探
求
の
基
礎
』
を
出

版
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
本

は
、
平
成
25
年
東
京
鳩
会
の
折
、
参

加
者
全
員
に
村
田
先
生
か
ら
1
冊
ず

つ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
が
、
出
版
で
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
は
、
数
多
く
い
ま
す
。
す
べ
て

は
、
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
前
産
能

大
学
教
授
の
石
尾
登
先
生
、
各
シ

リ
ー
ズ
で
、
坂
本
藤
良
先
生
、
石
川

馨
先
生
、 

後
藤
弘
先
生
、
金
井
澄
雄

先
生
、
加
藤
寛
先
生
、
西
順
一
郎
先

生
、
関
根
宏
而
先
生
、
寺
澤
惠
先
生
、

三
浦
功
先
生
、
慶
應
大
学
で
は
、
寺

尾
誠
先
生
、
村
田
昭
治
先
生
、
倉
澤

康
一
郎
先
生
、 

池
田
真
朗
先
生
、
友

岡
賛
先
生
、
仙
台
の
尚
絅
大
学
で
は
、

髙
橋
真
先
生
、
高
崎
経
済
大
学
で
は
、

高
瀬
浄
先
生
、
田
中
久
夫
先
生
、
埼

玉
大
学
で
は
、
岩
辺
晃
三
先
生
、
日

大
は
、
母
校
で
も
あ
り
、
片
桐
昭
泰

先
生
、
石
山
伍
夫
先
生
、
室
本
誠
二

先
生
、
菊
池
敏
夫
先
生
、
坂
井
吉
良

先
生
、 

村
田
直
樹
先
生
、
青
山
学
院

大
学
で
は
、
石
川
昭
先
生
、
鈴
木
豊

先
生
、
立
教
大
学
で
は
、
老
川
慶
喜

先
生
、
林
倬
史
先
生
、
明
治
大
学
で

は
、
坂
本
恒
夫
先
生
、
兼
村
髙
文
先

生
、
専
修
大
学
で
は
、
松
原
成
美
先

生
、
拓
殖
大
学
で
は
、
西
村
林
先
生
、

三
代
川
正
秀
先
生
、
芝
浦
工
業
大
学

で
は
、
菰
淵
正
晃
先
生
、
東
京
理
科

大
学
で
は
、
片
岡
洋
一
先
生
、
千
葉

商
科
大
学
で
は
、
高
木
泰
典
先
生
、

菊
池
満
雄
先
生
、
神
奈
川
大
学
で
は
、

鈴
木
芳
徳
先
生
、
東
海
学
園
大
学
で

は
、 

西
田
安
慶
先
生
、
関
西
大
学
で

は
、
伊
藤
健
市
先
生
、
甲
南
大
学
で

は
、
上
埜
進
先
生
、
河
野
昭
三
先
生
、

関
西
学
院
大
学
で
は
、
海
道
ノ
ブ
チ

カ
先
生
、
渡
辺
敏
雄
先
生
、
福
岡
大

学
で
は
、
川
上
義
明
先
生
、
中
塚
晴

雄
先
生
、
熊
本
県
立
大
学
で
は
、
森

美
智
代
先
生
、
熊
本
学
園
大
学
で
は
、

林
裕
先
生
、 

そ
の
他
に
も
た
く
さ
ん

の
先
生
に
良
い
縁
と
出
会
い
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
出
版
し
て
よ
か
っ 

た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
執
筆
者
に

お
会
い
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

支
え
と
な
る
言
葉

高
校
三
十
五
回
生　
　

田
辺
美
津
子

　

数
年
前
か
ら
資
格
取
得
学
校
で
医

療
事
務
の
講
師
を
し
て
い
ま
す
。
初

め
て
の
講
義
後
の
受
講
生
ア
ン
ケ
ー

ト
は
Ａ
〜
Ｅ
の
段
階
中
、
Ｄ
判
定
と

い
う
厳
し
い
結
果
で
し
た
。
課
題
を

こ
な
す
こ
と
に
必
死
で
受
講
生
の
反

応
を
見
る
余
裕
が
な
く
一
方
的
な
授

業
を
し
て
い
た
と
反
省
し
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
私
の
心
の
支
え
と
な
っ

た
の
は
医
療
事
務
を
学
ん
だ
時
に
講

師
か
ら
贈
ら
れ
た
次
の
言
葉
で
す
。

自
ら
仕
事
を
楽
し
み　

人
を
喜
ば
せ
常
に
相
手
と
向
き
合
う

つ
ら
い
仕
事
だ
っ
て
楽
し
く
す
る
と

決
意
す
る

　

落
ち
込
ん
で
い
る
場
合
で
は
な
い

と
気
持
ち
を
切
り
替
え
、
先
輩
方
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
き
、
授

業
の
進
め
方
を
見
直
し
ま
し
た
。
も

し
将
来
、
カ
リ
ス
マ
講
師
と
呼
ば
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
「
最
初
は
Ｄ

判
定
」
と
い
う
本
を
書
こ
う
と
決
め

ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
、
情
報
量
は
少
な
め
に
、

実
践
で
理
解
力
高
め
「
わ
か
る
」「
で

き
る
」「
続
け
ら
れ
る
」
と
い
う
達

成
感
や
自
信
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

分
か
り
易
い
授
業
を
心
が
け
て
い
ま

す
。

　

気
持
が
後
ろ
向
き
に
な
っ
た
時
は
、

講
師
の
言
葉
を
思
い
出
し
軌
道
修
正

を
し
て
い
ま
す
。

無
題

高
校
三
十
五
回
生　
　

森
村
た
ま
き

　

二
年
前
よ
り
、
東
京
鳩
会
に
楽
し

く
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
私
は
中
央
大
学
法
学
部
を
卒
業

後
、
大
学
院
に
進
ん
で
刑
事
法
研
究

者
と
な
る
べ
く
精
励
努
力
し
て
い
た

は
ず
な
の
で
す
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と

し
て
英
国
最
大
の
ユ
ー
モ
ア
小
説
作

家
Ｐ
・
Ｇ
・
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
の
作
品

を
紹
介
す
る
幸
福
な
翻
訳
者
と
な
り

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
（
一
八
八
一
〜

一
九
七
五
）
は
、
わ
が
国
で
は
戦

前
『
新
青
年
』
等
に
掲
載
さ
れ
た
人

気
作
家
だ
っ
た
の
で
す
が
、
戦
後
ほ

と
ん
ど
翻
訳
が
な
く
、
名
の
み
高

く
読
め
な
い
作
家
で
し
た
。
思
い

通
じ
て
訳
出
の
機
会
を
い
た
だ
き
、

二
〇
〇
五
年
の
『
比
類
な
き
ジ
ー
ヴ

ス
』（
国
書
刊
行
会
）
以
来
、
刊
行

を
続
け
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
代
表

作
ジ
ー
ヴ
ス
・
シ
リ
ー
ズ
全
十
四
冊

完
訳
が
成
り
、
そ
の
他
に
三
冊
、
更

に
勝
田
文
さ
ん
に
よ
る
漫
画
化
作
品

『
プ
リ
ー
ズ
、
ジ
ー
ヴ
ス
』
が
白
泉

社
よ
り
四
冊
刊
行
さ
れ
、
今
年
は
英

国
グ
ラ
ナ
ダ
Ｔ
Ｖ
製
作
ド
ラ
マ
の
字

幕
翻
訳
、
解
説
も
し
て
二
巻
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
ブ
ッ
ク
も
上
梓
し
ま
し
た
。

　

生
誕
一
三
〇
年
を
経
た
現
在
も
世

界
中
で
愛
さ
れ
て
い
る
ウ
ッ
ド
ハ
ウ

ス
の
翻
訳
者
で
い
る
お
陰
様
で
、
世

界
中
の
同
志
た
ち
と
も
日
本
代
表
で

楽
し
く
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
甘
美
と
光
明
に
満
ち
た
幸
福

感
あ
ふ
れ
る
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
の
作
品

世
界
を
、
屋
高
健
児
の
皆
様
に
も
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
大
変
う
れ
し

く
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

東京鳩会役員名簿（平成26年4月）（案）

柿 﨑 正 義

井 口 　 勗
堀 内 良 一
恩田乾次郎
渡 利 敏 弘
新 井 繁 己
木 谷 　 孝

宮 島 　 優
平 林 　 林
中 條 高 徳

片 山 　 久
瀬 在 幸 安
金 澤 勝 美
小 林 善 男

河 口 　 収

山 内 豊 司

中 澤 好 邦
西 村 孝 雄

（高９）

（高４）
（高４）
（高７）
（高７）
（高８）
（高15）

（中５）
（中17）
（中18）

（高１）
（高１）
（高１）
（高２）

（高14）

（高18）

（高11）
（高11）

屋高ふるさと会担当幹事　（若干名）
ゴルフ部（会長：吉村　弘、幹事：浅野井　眞）
ふるさと会（例：ハイキング、旅行、まんが描き、写真会、などの企画）
相談コーナー（例：建築設計・施工関係、不動産・資産関係、弁護関係、介護関係、パソコ
ン操作関係、など）
屋高ふるさと（親睦）会の親睦に合わせて

新 井 繁 巳
水 澤 恒 男
総務担当幹事
仁 科 　 陽
重 見 憲 明
柳 澤 　 久
倉 島 洋 二
伊 東 博 道
清 水 　 勝
赤 澤 光 則
高 橋 　 修
小 林 昌 史
竹 内 正 彦
広報担当幹事
千 野 郁 雄
岡 田 正 夫
廣 田 正 文
松 林 モトキ
峰 村 英 治
森 　 正 明
神 野 明 久
沼 田 明 広

（高８）
（高20）

（高14）
（高17）
（高18）
（高19）
（高20）
（高21）
（高22）
（高22）
（高27）
（高29）

（高12）
（高17）
（高17）
（高19）
（高20）
（高21）
（高29）
（高31）

片 山 　 久
小 林 善 男
越 石 萬 三
井 口 　 勗
丸 山 国 彦
松 井 　 登
恩 田 乾 次 郎
新 井 繁 己
宮 城 宏 成
中 澤 好 邦
千 野 郁 雄
河 口 　 収
木 谷 　 孝
重 見 憲 明
廣 田 正 文
山 内 豊 司
松 林 モトキ
水 澤 恒 男
伊 東 博 道
清 水 　 勝
赤 澤 光 則
小 林 昌 史
神 野 明 久
沼 田 明 広

小 林 一 美
藤 村 　 寛

堀 内 良 一

西 澤 利 男
渡 利 敏 弘
武 井 　 武
山 﨑 裕 一
西 村 孝 雄

仁 科 　 陽

岡 田 正 夫

柳 澤 　 久
倉 島 洋 二
峯 村 英 治

森 　 正 明
高 橋 　 修

竹 内 正 彦

（高１）
（高２）
（高３）
（高４）
（高５）
（高６）
（高７）
（高８）
（高９）
（高11）
（高12）
（高14）
（高15）
（高17）

（高18）
（高19）
（高20）

（高21）
（高22）
（高27）
（高29）
（高31）

会 　 長

副 会 長

顧 　 問

相 談 役

幹 事 長

事務局長

会 計

監 事
、
、

、

、
、
、
、
、

、

、

、
、
、

、
、

、

高校学年幹事

第３1回 東京鳩会総会開催

日　時 　 平成26年２月22日（土） 受　付　午前11時30分～
     開　会　正午

場　所 　 八重洲富士屋ホテル　2階「櫻西の間」

東
京
鳩
会
　
広
報
部
長

株
式
会
社
酒
千
蔵
野

高
校
十
二
回
生

高
校
十
二
回
生
有
志

株
式
会
社
　
セ
ブ
ン
テ
ィ
・
ク
ラ
ブ

墨
田
区
千
歳
一―

九―

一
〇

は
た
ち
商
事
ビ
ル
四
Ｆ

☎
〇
三―

六
六
五
九―

四
一
三
〇

取

締

役

副

社

長

川
崎
商
工
会
議
所
　
顧
問

杉
並
区
和
田
一―

一
三―

一
九―

二
〇
七

☎
〇
三―

三
三
八
二―

六
四
四
九

空
調
・
衛
生
・
土
木
排
水
管
工
事

さ
く
ら
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

佐
倉
市
六
崎
一
五
二
五―

一
一

☎
〇
四
三―

四
八
六―

五
三
一
一

代
表
取
締
役

電
気
通
信
大
学
　
名
誉
教
授

三
井
住
友
海
上
　
女
子
柔
道
部
監
督

鎌
ヶ
谷
市
富
岡
三―

一
五―

六

柳
澤
道
場

☎
〇
四
七―

四
四
五―

四
〇
一
六

大
浦
食
堂台

東
区
上
野
公
園
一
一―

三
七

東
京
芸
術
大
学
　
大
学
美
術
館
内

☎
〇
三―

三
八
二
一―

五
三
四
〇

相
撲
絵
師武

蔵
野
市
境
南
町
四―

一
六―

三

武
蔵
野
ハ
イ
ム
一
〇
五

☎
〇
四
二
二―

三
一―

一
四
二
七

東
京
米
油
株
式
会
社

目
黒
区
下
目
黒
五―

一
八―

一
七

☎
〇
三―

三
七
一
六―

五
二
〇
一

代
表
取
締
役

社

長

濱
田
・
水
澤
法
律
事
務
所

新
宿
区
新
宿
一―

九―

三

Ｎ
Ｂ
Ｋ
ビ
ル
８
階

☎
〇
三―

三
二
二
六―

四
六
〇
一

弁
護
士

一
級
建
築
士
事
務
所

株
式
会
社
　
荒
木
設
計
事
務
所

北
区
田
端
四―

一
五―

三

☎
〇
三―

五
八
三
四―

一
三
七
五

構
造
設
計
一
級
建
築
士

代
表
取
締
役

凸
版
印
刷
株
式
会
社

生
活
環
境
事
業
本
部
生
活
環
境
事
業
部

第
一
営
業
本
部
Ｐ
Ｂ
Ｉ
推
進
部

台
東
区
台
東
一―

五―

一

☎
〇
三―

三
八
三
五―

六
四
四
一

担
当
部
長

株
式
会
社
　
ユ
ー
ラ
ス
ツ
ア
ー
ズ

港
区
東
麻
布
一―

二
六―

八

☎
〇
三―

五
五
六
二―

三
三
八
一

取

締

役

営
業
部
長

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社
　
テ
ク
ノ
プ
ラ
ン

新
宿
区
高
田
馬
場
一―

三
〇―

一
四

コ
ル
テ
ィ
ー
レ
６
Ｆ

☎
〇
三―

五
二
九
二―

〇
一
六
二

株
式
会
社
　
オ
ー
デ
ィ
ン
ホ
ー
ム

北
欧
デ
ン
マ
ー
ク
住
宅
設
計
・
施
工

住
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
の
リ
フ
ォ
ー
ム
設
計
・
施
工

品
川
区
東
五
反
田
五―

二
五―

一
九

東
京
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
六
階

☎
〇
三―

五
七
九
八―

七
三
七
三

代
表
取
締
役

東
日
観
光
株
式
会
社

中
央
区
築
地
四―

七―

五

築
地
Ｋ
Ｙ
ビ
ル
四
階

☎
〇
三―

五
一
四
八―

一
七
一
一

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社 

ア
サ
ヒ
ト
ラ
ベ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

千
代
田
区
神
田
錦
町
一―

十
六―

一

い
ち
ご
神
田
錦
町
ビ
ル

☎
〇
三―

三
二
九
一―

四
〇
四
一

取
締
役

（
高
12
）

（
高
20
）

（
高
12
）

（
高
20
）

（
高
12
）

（
高
12
）

（
高
12
）

（
高
21
）

（
高
12
）

（
高
12
）

（
高
21
）

（
高
17
）

（
高
21
）

（
高
17
）

（
高
21
）

（
高
17
）

（
高
21
）

（
高
18
）

（
高
21
）

（
高
19
）

（
高
22
）

（
高
19
）

千
野
郁
雄

伊
東
博
道

中
澤
嘉
明

水
澤
恒
男

相
澤
正
志

大
日
向
六
夫

親
松
逸
雄

中
澤
嘉
雄

山
本
良
雄

荒
木
栄
廣

清
水 

　
勝

岡
田
正
夫

滝
澤
泰
斗

重
見
憲
明

中
沢
安
昭

廣
田
正
文

森
　 

正
明

柳
澤 

　
久

米
村
道
章

北
澤
悦
雄

赤
澤
光
則

松
林
モ
ト
キ

日
本
大
学

常
務
理
事

（
高
12
）

髙
松
雄
行




